
子育て支援
3つのゼロ

来年も小学生の

給食費ゼロ
３歳未満児の

保育料ゼロ
１８歳まで国保税   ゼロ

若者に
希望を

市予算の1.5％でできます

財源はあります
市予算 1340億円
財政調整基金 142億円

8.7
億円

返済ゼロの
奨学金

中小企業を支援して
最低賃金1500円

岸田　
政権の大軍拡・マイナ保険証ノー、原発汚染水の海　

　洋放出中止 民主郡山 2023年7月号外　発行:日本共産党
郡山安達地区委員会

郡山市深沢2-10-12☎024-922-3801
日本共産党は市議選の予定候補者と見解を発表しました。

はやります

均等
割

物価高騰からくらしを守る

ジェンダー平等 同性婚を認めるパートナーシップ条例制定

大企業の増えた内部留保で、中小企業の賃上げ支援を

物価高騰
で苦しむ農業・中小業者へ支援強化 後継者育成支援

公共事業の地元発注優先

遠藤たかし党市政
対策
委員長

あと

約9500
万円

●学校給食は地産地消推進、有機栽培活用、●重度障がい者、ひとり親家庭の医療費助成は現物給付

県議 神山えつこ

子ども会活動で、子どもたちの成長をあた
たかく見守ってきた遠藤たかしさん。180cm
と背が高く、温かく何でも快く引き受ける頼
もしい人です。県政・市政力あわせてがん
ばります。 元市議 岩崎真理子

４０年大企業の職場で働いたあと、平和と
民主主義を願う市民運動の事務局をつと
めた遠藤たかしさん。「政治をよくしたい」と
の情熱いっぱいの大型新人です。応援し
ます。

市議会を傍聴し、市民から出された請願
を不採択にする市議たちを目の当たりに
して、市民の声が届く市政へと決意した
遠藤たかしさん。私に倍するご支援をお
寄せください。

神山えつこ県議と二人三脚で

市議　高橋善治

10.4
億円

●国保・介護保険の軽減、高齢者の補聴器購入補助

福島市の
ように　高齢者のバス無料高齢者

に安心 ●「高齢者健康サポート事業」の増額、
　７０歳からバス・タクシー利用を可能に

年金で入れる特養ホーム増設

福島市は

約2億円



2名を市政へ市民の願いで政治うごかす

違いハッキリ8月6日 問われる

2つの争点

原発再稼働は喫緊の課題
●「当面は再稼働も石炭火力の設備投資も
　喫緊の課題」（松田学・参政党代表）

軍拡をすすめる
●「防衛費のＧＤＰ比２％が当然視野に
　入ってくる」（参政党Ｑ＆Ａブック基礎編）

参政党
は…

争点１
市政

実現へあきらめない

国のひどい政治と対決 原発ゼロでぶれない

住民の苦難軽減こそ日本共産党の立党の精神。
この立場で遠藤たかしもがんばります。

学校給食費が無料に
「憲法で義務教育は無償。給食費無料に」――日
本共産党は何度も質問。遠藤たかしも小学校無償
化の実施など、市へ申し入れ。
中学生が無料に、今年度限定で小学生も無料。

市に何度も要求、コロナ対策すすめる
日本共産党はPCR検査の拡充強化や、売上減少
業者への市独自の給付金など実現。

負担増に「待った」

高橋善治市議の活動を引き継いで

くらしを守る力に 遠藤たかし

争点2
国政

大軍拡・原発回帰など、国への請願を不採択にする市議たちに怒り

岸田政権に立ち向かいます 遠藤たかし

未就学児の国保均等割が半額に
日本共産党は、国保税値上げにはキッパリ反対。

「子ども１人に２万8200円課税の均等割は廃止
を」と、くり返し要求して軽減が実現。
子ども会育成活動に取り組んできた遠藤たか

し。子育て負担の軽減へ全力をあげます。

2021年度介護保険料据え置き
日本共産党は「12億8000万円の基金を保険料の
低減に」と軽減を求めて、2021年から据え置きに。

市民から出された
請願の100％紹介議員に
この4年間、日本共産党は「インボイス中止」「軍
備増強行わない」など、請願すべての紹介議員に
（2023年3月議会まで）。岸田政権の大軍拡と原発回帰に
怒りをもつ遠藤たかし。請願採択へがんばります。

原発事故被災者へ
一人8万円の追加賠償
日本共産党は賠償を求める原発訴訟に連帯。今
年、東電が原発事故被災者への追加賠償を発表。
電力会社や原発関連企業から献金を受け取らな
い党だから、国・東電にものが言えます。

4月7日、小学校無償
化の実施など市へ申
し入れ。神山えつこ
県議と高橋善治市議
も同席。

3人家族で2万3200円増（市モデルケース）

国保税値上げ
（2022年6月議会）

民間委託で開成山運動公園

駐車場有料化
（2022年6月議会）

桃見台、針生、鶴見坦、御代田
2029
年までに市立保育所廃止
（2022年9月議会）

市議のボーナス
アップ（2023年3月議会）

敵基地攻撃能力もつ

軍備増強行わない
など請願（2022年12月議会）

インボイス制度中止
請願（2023年3月議会）

市議会の態度（賛成◎、反対×）
（請願・議案は趣旨、会派名は一部省略）

原発回帰
GX法案反対請願
（2023年3月議会）
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